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概要

医学用語の造語法をより深く理解するための試みとして，造語法とそこで定められている語要素がどのように

適用されているかを検討してきた。本論文では，医学用語の語要素の中の，特に接頭辞と接尾辞について，4種

のテキスト ，2種の辞典を対象にして，その記載状況を調ぺた。その結果，接頭辞と連結形，接尾辞と語または

連結形の分別はテキスト間でも，また辞典間でもくいちがっていることが明らかになった。また，辞典の増補改

訂の中で追加された語要素についても調査したが，語要素の記載か，今では原理的な基準を離れて，現実の用語

使用状況をふまえて行われていることがわかった。

はじめに

膨大な数の医学用語を一つひとつ覚えていく

よりも，各語要素 (wordelement)を覚えるこ

とによ って医学用語の意味を理解するほうが効

率がよ〈 ，簡単である ことは，欧米の医学用語

テキストのほとんどが造語法 (word-building

system)による導入を採用していることでもわ

かる。 しかし，この造語法を機械的に適用して

いくと，ルールでは説明できない語に遭遇する

ことが少なからずある。そこで，われわれはこ

の造語法に注意を向けて綿密な検討を行うこと

にしたのである。

造語法については，アメリカのテキストでは

次のように紹介されている。すなわち，「語の要

素は，＜語根，接頭辞，接尾辞〉に分けられ，各

医学用語はく接頭辞＋ 1つ以上の語根十接尾辞

（接頭辞，接尾辞はすべての用語につくとは限

らない）〉という構成で成り立っている。このと

き，語根は それのみでは発音しにくいので，連

結母音をつけた連結形の形で覚えていく 。そし

て，これら語要素をつなぐには，次のような 3

つの「ルール」がある ：

(1) 連結母音にはふつう 0が用いられ，語根と

語根，あるいは語根と接尾辞の連結部に使わ

れる。

(2) 語根と接尾辞の連結で，接尾辞が母音で始

まるときには連結母音は使われない。
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(3) 語根同士の連結の場合には，あとにくる語

根が母音で始ま っていても，連結母音は省略

できない。」

このルールは接頭辞，連結形，接尾辞が明確

に規定されているという前提の上に成立するも

のである。前回われわれはまず，医学用語辞典

の記載状況を調査し，連結形を中心に音の脱落

現象をみた 1)。その結果， 1.連結母音は発音の

ための便宜上のものであり，「連結母音は接尾辞

が子音の場合に使われ，母音の場合は脱落する」

というルールに例外があること， 2.母音脱落，

重音脱落， hの脱落は，無視できない程度に発

生していることなどか実証された。この所見か

ら，造語法の基本概念を成す連結形のとらえ方

が， 実はそれはど強い規定を持つものではない

ことがわかってきた。そこで今回はさらに，そ

のルールを構成するほかの語要素 （接頭辞と接

尾辞）についてもどのように分類 ・記載されて

いるかを見ていくことにした。

調査対象と方法

今回の調査では，先の研究で調べた査料のう

ち，語要素の設定がはっきりしているテキスト

4冊と ，医学用語辞典 2冊を使った。書名を挙

げると次のとおりである。

・テキスト

1. Medical Terminology (Barbara Cohen 

編著）2)

2. Medical Terminology (Barbara Gylys 

& Mary Ellen Wedding編著）3)

3. Exploring Medical Language (Myrna 

LaFleur & Winifred Starr編著）4)

4. Medical Terminology (Jacqueline Bir-

mingham編著）5)

（以下テキスト名は，編著者の名前を使って

1. Cohen, 2. Gylys, 3. LaFleur, 

4. Birminghamと略す）

・辞典

1. Dorland's Illustrated Medical Diction-

ary. 28th ed.6> 

2. Stedman's Medical Dictionary. 25th 

ed.7) 

（以下，それぞれ Dorland,Stedmanと表わ

す。日本語版の場合はカタカナでドーランド，

ステッドマンとする）

調査は次の 3点に焦点を置いて行った。

1．接頭辞の設定は固定されているか。

2．接尾辞はどのようにとらえられているか。

3 ・各語要素の辞典への記載状況はどのように

推移しているのか。

方法としては， 4種類のテキストから，接頭

辞，接尾辞としてあげられているものをすべて

とりだし，同時に Dorland,Stedmanの2辞典

での記載状況も調べて対照した。なお，前回使

った ［加藤勝治編：医学英和大辞典 （南山堂）j

を調査対象からはずしたのは， この辞典の語要

素が，「接頭語」と 「接尾語」という 2分類しか

ない，つまり，ほかの辞典で連結形とされてい

るものがここでは「接頭語」としてあげられて

いることによる。この分け方は，実は Dorland

の初期の版で見られたものである。

また，各語要素の流れ（成立過程）を見るた

めに，日本語版ドーランドが25版8)から27版叫こ

改訂される過程で増やされた16,000語の中の，

語要素をとりだして検討した。

本報での語要素の表記は，辞典やテキストの

方式になら って， prefixはその後に， suffixは

その前にハイフ ン（一） をつけることにし，

combining formは ‘wordroot/ o'という形で

統一する。また， prefix,suffix, combining form 

に対応する日本語に統一性がなく ， ドーランド

では「接頭語」「接尾語」「造語形」，ステッドマ

ンでは 「接頭辞」 「接尾辞J「連結形」というよ

うに異なっているか，ここでは第 1報の表記に

従ってステッドマンの訳語に統一 した。また，

この調査は 4つのテキストに掲載されている語

要素のみに基づいていることをあらかじめ断わ

っておく 。

結果および考察

1.接頭辞について

(1) 表 lにみられるように， 4つのテキスト

で接頭辞として分類されている語要素にはばら

つきがある。たとえば，全テキストで延べ180の

接頭辞が掲げられているが，Birminghamがそ

のうち159を接頭辞としているのに対し， LaFleur

は34しか載せていない。また Dorlandは63,

Stedmanは74という記載状況である。
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表 1 接頭辞

接頭辞 C G L B D s 
a-. an-

゜゚゜゚゜゚ab-

゜゚ ゜゚゜aero• △ △ △ 

゜
△ △ 

ad-

゜゚ ゜゚゜alb-. alba-

゜゜albmino- O△ 

allo-

゜
△ 

゜ambi-

゜
。
゜゚ambly-

゜
△ 

゜
△ △ 

amph,-

゜゜゚
△ 

ana-

゜゚゜andro- △ △ △ 

゜
△ △ 

ang1(0)• △ △ △ 0△ △ △ 

am． so-

゜
△ △ 

ankyl(o)・

゜
△ △ 0△ △ △ 

ante• 

゜゚゜゚゜゚anter(o)— 0△ 

゜゚anti-

゜゚ ゜゚゜apo・ 

゜゚
△ 

atel(o)-

゜
△ △ 

゜
△ 

auto-

゜
△ 

゜゚゜bacter(o) 

゜
△ 

bi・, bin・ 

゜゚゜゚゜゚bi(o)• △ 0△ △ △ 

brachy-

゜
△ △ 

brady-

゜゚゜゚
△ △ 

brevi-

゜
△ 

cac(o) 0△ △ △ 

cata-, kata-

゜゚
△ 

cent1-

゜゚゜chlor(o)- O△ 

゜
△ △ 

chrorno- △ △ △ 

゜
△ △ 

c. 1rcum-

゜゚ ゜゚゜cirrh(o)・ 0△ 

゜clin(o)- 0△ △ 

co-, com-, con-

゜
0 

゜contra-

゜゚
〇△

゜cry(o)・ △ △ △ O△ △ △ 

crypt(o)・ △ △ △ 0△ △ △ 

cyan(o)・ O△ O△ △ 

゜
△ △ 

de-

゜
0 0 

゜deca- 〇 △

゜deci・ 〇 △

゜demi- 0 0 

゜dextr(o)- O△ 0△ 00△ 

゜di-

゜゚
0 0 

゜dia・

゜゚゜
0 0 

゜diplo-

゜゚
△ 〇 △ △ 

dis・ 

゜ ゜゚dorsi- 〇△

dors(o)・ 0△ 〇 △

dys-

゜゚゜
〇 △

゜e・ 

゜ec-

゜ ゜ecto-

゜゚
0 0 △ 

endo-

゜゚゜
0 0 

゜epi-

゜゚゜
0 0 

゜erythr(o)- O△ O△ △ 0 △ △ 

eso・ 〇△

eu 

゜゚゜
〇 △

゜eury- 〇 △ △ 
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ex・ 0 0 0 0 

゜ex(o)- O△ 0 0 0 0 
extra- 0 0 0 0 

゜fore-

゜gen- △ 

゜
O△ 

glauc(o) 0△ 

glyco・, gluco・ △ △ 0 △ △ 

gyn-, gyneco- △ △ △ 0 △ △ 

haplo- 〇 △ △ 

hemi 0 0 0 0 0 0 
heter(o)- 0 0△ △ 0 △ △ 

h1dr(o)・ △ 0△ △ △ △ △ 

hist(o)- △ 0△ △ △ △ 

holo・ 〇 △ △ 

homeo- 〇△ 〇 △ △ 

homo 0 0△ 00△ 0△ 

hydra-, hydr(o)・ △ 0△ △ 0 △ △ 

hyper- 0 0 0 0 0 0 
hypo・ O△ 

゜
0 0 

゜゚idio・ 〇△ △ 

in-, im, ir-

゜゚
0 0 

゜mfra・ 0 0 0 0 

゜inter-

゜゚゜
0 0 

゜mtra• 

゜゚゜゚゜゚iso-

゜
△ 

゜
0△ 

゜juxta-

゜ ゜later(o)- 0△ △ △ 

lepto-

゜
△ △ 

leuc(o)• 

゜
△ △ 

leuk(o)- 0△ 0△ △ 

゜
△ △ 

levo-

゜
O△ 

゜lute-

゜macro-

゜゚ ゜
△ △ 

ma¥-

゜゚ ゜
△ 

medi-

゜゜mega-

゜ ゜
△ △ 

megalo-

゜
△ △ 

melan(o)• 0△ O△ △ 

゜
△ △ 

mes(o)- O△ O△ 

゜゚゜meta-

゜゚゜゚゜mi． cro-

゜゚゜゚
△ 0△ 

Micro• 

゜
△ 

mid-

゜
△ 

nnlll• 

゜゚゜m1． 0-

゜
△ △ 

mon(o)・ O△ 0△ △ 

゜
△ 

゜multi-

゜゚゜゚
△ 

゜neo・ 

゜
△ 

゜゚
△ 

゜mgro-

゜noct(1)-, noct(o)・ △ △ △ 0△ △ 

non-

゜normo-

゜ ゜
△ △ 

null(i)・ 。
゜

0△ 

nyct(o)- △ 0△ △ △ 

ob-

゜゚olig(o)- O△ △ △ 

゜
△ △ 

opisth(o)・

゜
△ △ 

ortho- 。△ △ 

゜
0△ 

゜oxy•, 0x(O)• 

゜
△ 

゜
△ △ 

pachy(o)-

゜
△ △ 

゜
△ 

゜

接 碩辞 C G L B D S 

paleo- 〇△ △ 

pan- 0 0 0 0 0 0 
para- 0 0 0 0 0 0 
path(o)・ △ △ 0△ △ △ 

per-

゜
0 0 

゜peri- 0 0 0 0 0 0 
phage(o)- △ △ O△ △ △ 

platy- 〇△ △ 

pleo- 〇△ △ 

phc(o)・ O△ 

plur(i). O△ △ △ 

poikilo- 〇△ 〇△ △ 

polto• 〇△ △ △ 

poly- 0 0 0 0 △ 0 
post- 0 0 0 0 0 0 
postero- O△ △ △ 

pre- 0 0 0 0 0 0 
presby-

゜
△ △ 

prim(i)・ O△ 〇△

゜pro- 0 0 0 0 

゜pro-, proso- 〇△

prot(o)- O△ △ △ 

pseudo・ 0 0 △ 0 △ 0 
purpur(o)- O△ 

quad 

゜quadr(i)・ O△ 〇△ 0△ 

゜
△ 

re-

゜
0 0 

゜゚retro• 0 0 0 0 

゜rube(o)- O△ 

゜sch1sto• 〇△ △ 

schizo- 〇△ △ 

scler(o)・ △ 0△ △ 0 △ △ 

sem． i- 。
゜

0 0 

゜sinistr(o)・ O△ 

゜
O△ △ △ 

staphyl(o)・ 0△ △ △ △ △ 

steno- 〇△ △ 

stereo• 〇△ 0△ 

strept(o)・ O△ △ △ △ 

sub• 

゜
0 0 0 0 

゜super-

゜゚
0 0 

゜supra• 

゜゚゜
0 0 

゜syn-, sym-

゜゚゜
0 0 

゜tachy-

゜゚゜
〇△ △ 

tele-

゜
〇 △ △ 

tel(e)-, tel(o)・ O△ 〇 △

terato- △ 〇△ △ 

ter(t)- 0 0 
tetra• 

゜
〇△

゜therap(o)-

゜thermo- △ △ △ 0 △ △ 

tox(o)-, toxic(o)- △ △ 0 △ △ 

trachy-

゜trans-

゜゚゜
0 0 

゜trl+ 

゜゚ ゜゚゜ultra-

゜゜゚゜un• 

゜ ゜un． I- 。
゜゜゚゜xanth(o)・ O△ O△ △ 

゜
△ △ 

xero・

゜
△ △ 

゜
△ △ 

接頭辞の数 90 87 34 159 63 74 

C : Cohen O :接頭辞

G : Gylys & Wedding 0△ ：接頭辞及び辿結形

L : Lafleur & Starr △ ：語根 ・連結形

B : Birmingham 

D : Dorland 

S : Stedman 
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Birminghamの接頭辞記載が多いのは，ほか

のテキストや辞典が連結形としているものを接

頭辞としているからで，それには次のようなも

のがある。

aero-, andro-, angio-, aniso-, bactero-, bio-, 

brachy-, brevi-, caco-, chroma-, clino-, cryo-, 

crypto-, dorsi-, eso-, eury-, glyco-, gluco-, gyn-, 

gyneco-, haplo-, holo-, idio-, lepta-, mio-, 

nocti-, nycto-, opistho-, paleo-, patho-, 

phageo-, platy-, pleo-, pluri-, proso-, proto-, 

schisto-, schizo-, steno-, terato-, thermo-, 

toxico-

この中には，こ れまでわれわれが連結形と見

ていたものが多く含まれている。Birminghamは

大きさ，量，数色などを表わして形容詞とし

ての働きをしているものを接頭辞の中にいれて

いるようである。実際，Birminghamは接頭辞

を， 1.時と場所に関するも の， 2.ほかの部

分との関連を位覆付けるもの， 3.種類に関す

るもの， 4.方向を示すもの， 5.数を表わす

もの， 6.大きさ，量に関するもの， 7.色に

関するもの， として説明している 10)0 

さらに，辞典では連結形とされているのにも

かかわらず，複数のテキストで接頭辞としてあ

げられているものに， brady-,cyano-, diplo-, 

erythro-, hetero-, leuko-, macro-, ma!-, 

melano-, micro-, sinistro-, tachy-, xanthoーな

どがある。これらも ，臓器，器官を表わすもの

ではな〈，色，大きさ，数量など，形容詞的意

味合いをもつものばかりである。このよ うに，

Birmingham以外のテキストでも辞典が連結形

としている語要素を接頭辞とする傾向が見られ

る。また，Gylysのように，連結形としても接

頭辞としても記載しているテキストもある。

(2) Dorland, Stedman両辞典とも共通して

接頭辞と認めているものは次の通りである c

a-(an-, ar-), ab-, ad-, ambi-, ana-, ante-, antero-, 

anti-, auto-, bi-(bin-), centi-, circum-, co-(con-, 

com-), de-, demi-, dextro-, di-(dis-), dia-, endo-, 

epi-, ex-, exo-, extra-, hemi-, hyper-, hypo-, 

in-(im-), infra-, inter-, intra-, iso-, levo-, meso-, 

meta-, milli-, pan-, para-, per-, peri-, post-, 

pre-, pro-, re-, retro-, semi-, sub-, super-, 

supra-, syn-(sym-), trans-, tri-, ultra-, uni-

これらは，ほと んどのテキストで接頭辞とし

て認められていると 言ってよい。各テキストに

述べられている「独立していない」，「前置詞的

役割を持つ」，「語根につけて意味を変える」と

いう接頭辞の定義に合致しているものばかりで

ある。

(3) 2つの辞典で接頭辞か連結形かの見解が

別れている語要素には，allo-, amphi-, apo-, 

cata-(kata-), contra-, deca-, deci-, dys-, ecto-, 

eu-, mono-, multi-, neo-, pachy-, poly-, pseudo-, 

quadri-, tetra- がある。この中で Dorlandが

接頭辞としているのは， amphi-, apo-, cata-, 

ecto-, quadriーで， 接頭辞ではなく連結形として

いるのは， allo-,contra-, deca-, deci-, dys-, eu-, 

mono-, multi-, neo-, pachy-, poly-, pseudo-, 

tetra- である。しかし，このうち contra-,dys-, 

ecto-, eu-, multi-, neo-, poly-, pseudoー な

どは一般には接頭辞としての扱いを受けている。

辞典でもテキストでも，接頭辞は「語，語根，

接尾辞の前についてその意味を変える」と定義

されている。また，どのテキストも接頭辞を「そ

れのみでは語として機能しない付録的なもので

語根とはちがうもの」としている。しかし， 表 l

を見るかぎりでは，テキストと辞典のすべてに

おいて接頭辞とされているものは一部しかなく ，

語要素としての分別があいまいなものがたくさ

ん存在している。実際には，接頭辞と連結形の

間にはそれほど明確な線引きがなされているわ

けではないようである。次のような，注目すべ

き説明がテキストの中で見られた。まず， Bir-

mingham は，‘‘Vowelsare also added to 

prefixes to make them combining forms."と

述べている II）。また， Gylysも， 接頭辞の説明

の最後に “Insome words, a prefix can also 

serve as a combining form."という一文を付

け加え，その例として leuk/o/ cyteをあげてい

る。Gylysによれば， leukoは leukという接

頭辞に母音がついて連結形として機能し てい る

という 12)0 

2.接尾辞について

(1) Stedmanでは接尾辞は “Asuffix also 

can alter the function of the word by chang-

ing it from one part of speech to another, as 

from a noun to an adjective or from a verb to 
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a noun.9913) （下線は筆者）と説明されている。

これからいえば，厳密な意味での接尾辞は語根

を名詞形に変える -ia,-y, -osisや，形容詞語尾

の -ic,-al, -acなどをいうのであろう 。 しかし，

現実には語根に接尾辞がついた 「複合接尾辞

(compound suffix)」が，接尾辞とされている

例が多〈見られる。たとえば， -pexyはpex/o

に接尾辞 -yがついて接尾辞となったものである。

また， -algiaも，みなが接尾辞と認めている語

要素だが，実は 「痛み」を表わす alg/oと名詞

語尾 -iaに分割できる。そこで，接尾辞は，実

際には品詞をかえるとい う機能面での変化をも

たらすだけでなく，新しい意味を語根に付加す

るものともなっている。

表 2にあるように，テキストから集めた接尾

辞の多くがこのような 「複合接尾辞」であるこ

とがわかる 。 主な例をあげると ，—ia （状態を表

わす名詞語尾） がついてできた -algia,-emia, 

-plegia, -y（状態または方法を表わす名詞語尾）

カゞつvヽた —ectomy, -megaly, -pexy, -plasty, 

-tomy, -trophy, -e（道具を示す名詞語尾）がつ

いた -scope,-tomeなどである。そして，複合

接尾辞が多くな っているということは，接尾辞

かどうかの分別基準が辞典あるいはテキス トに

よってくいちがって〈るという結果を招いてい

る。表 2にもそのばらつきが表われている。表

からは，接尾辞と考えられているものが語ある

いは連結形とされている場合や，逆に，連結形

だが，接尾辞として，あるいは接尾辞の位置で

使われるという但し書きがついている場合など

があることがわかる。

(2) テキストによ ってとらえ方が違うという

現象が接尾辞でもみられる。接尾辞としてあげ

ているものの数に， Gylysの129から Cohenの

88までの差がある。GylysとBirminghamに記

載数が多い理由は， Gylysは語も接尾辞として

あげていること ，Birminghamは反対に基本的

接尾辞を多くあげていることからである。また，

Cohenは基本的接尾辞のことを wordendingと

よんで，複合接尾辞と区別している。

(3) テキストでは，接尾辞的に使われている

例が多ければ，語も接尾辞としてあげている （特

にGylysは掲載接尾辞129のうち30が語）。 次の

接尾辞は，辞典では語として掲載されているの

に，テキストで接尾辞とされているものである

（括弧内の数字は掲載テキスト数）。 これらは，

独立した単語としても，また，接尾辞 としては

かの語要素につけた形でも使われている。

-centesis, -meter (4) 

-ectasis, -lysis,・malacia,-ptosis, -stasis (3) 

-algesia, -asthenia, -atresia, -esthesia, -form, 

-genesis, -ostomy,・paresis,-phobia, -phylaxis, 

-physis, -salpinx, -sclerosis, -spasm, -stenosis, 

-thorax (2) 

-apheresis, -blast, -chlorydria, -coccus, -cyesis, 

-cyst, -dipsia, -emesis, -globin, -gravida, -ictal, 

-kinesia, -lithiasis, -manometer, -mycosis, 

-para, -phoreisis, -porosis, -prandial, 

-pyorrhea, -sarcoma, -sthenia, -tension, 

-therapy, -toxic, -tropia (1) 

(4) 辞典には掲載されてないが，テキストで

は載せられている接尾辞がかなりある。それら

はおおまかに言っ て，機能上の変化のみをもた

らす基本的な接尾辞と ，あまり用語例がない複

合接尾辞とである。前者には，

・単数名詞語尾，複数名詞語尾(-a,-en, -ex, -is, 

-ix, -ma, -nx, -on, -um, -us) 

・形容詞語尾 (-ac,-al, -ar, -ary, -ory,) 

・縮小語尾 (-cle,-et, -icle, -ium, -ole, -alum, 

-oius, -ula, -ule) 

・人を表わす語尾(-er,-ician, -ist, -or) 

がある （ただし，化学物質や （病的）状態を表

わす接尾辞は，辞典でも記載がみられる）。 こ

れらは，接尾辞本来の「機能を変える」という

働きを持っているがゆえに，すでに複合接尾辞

に組み込まれている場合が多い。辞典への掲載

がないのはそのためと思われる。

後者には， —capnia , -chezia, -lexia, -osmia, 

-pepsia, -phasia, -phonia, -piakia, -plasm, 

-ptysis, -schisis, -trophiaなどがある。なかに

は，かなりの造語例を持つものもあるが， まだ

辞典への掲載にはいた っていない。

(5) Dorlandと Stedmanとでは，接尾辞の

とらえ方が違うようである。表 2にも示してい

るように， Dorlandは，基本的な接尾辞を「接

尾語 (suffix)」，複合接尾辞 （語根十接尾辞）を

「語尾形 (wordtermination）」 とよんで一応の

区別をしているが， Stedman はみな「接尾辞
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表 2 接尾辞

C G L B D s 
・a R〇 0 
-ac 0 0 0 0 
-acy 

゜・ad 〇 R R 
-agogue 〇 ① R 
・agra 〇 ① R 
-al 0 0 0 0 R 
・all(esia 0 0 △ △ 
-algia 0 0 0 0 ① R 
-an 

゜-ance 

゜-apheresis 

゜
△ △ 

-ar 0 0 0 0 
-arche 

゜-ary 0 0 

゜゚-ase 

゜ ゜
① 

-asthenia 

゜゚
△ 

-ate 

゜
① 

-atresia 

゜゚
△ 

-ax 

゜-blast 

゜
△ R 

-capnia 

゜゚゜-cele 

゜゚ ゜゚
① R 

-centesis 

゜゚ ゜゚
①△ △ 

-chezia 

゜•chlorhydna 

゜
△ △ 

-chrome 

゜
① 

•c1de 

゜
① 

-cis 

゜-clas1a 

゜゜゚-clasis 

゜゚ ゜゚・clast 

゜゚
① 

-cle, cule 

゜-cle1s1s 

゜
R 

coccus 

゜
△ △ 

-cnne 

゜-crit 

゜-culum, -culus 

゜-cusis 

゜-cyesis 

゜
△ △ 

-cyst 

゜
△ △ 

-cyte 

゜゜
① R 

•des1s 

゜゚ ゜゚
① 

-dipsia 

゜
△ 

-dom 

゜-drome 

゜-dynia 

゜゚ ゜-eal 

゜ectasis △ 

゜゚゜
△ R 

-ectomy 

゜゚ ゜゚
①△ R 

-erna 

゜-emes． ,s 

゜
△ △ 

・emIa 

゜゚゜
① R 

•en R 

゜゜•ene 

゜
R R 

•er 

゜-es1． s 

゜
① R 

-esthes1a 

゜゚
△ △ 

-et 

゜・ex R 

゜゜-facient 

゜
① R 

-form 

゜ ゜
△ R 

・fugal 

゜
① R 

-ful 

゜・gen

゜゚゜
① R 

-genes． is 

゜゚
①△ △ 

.genic 

゜
① R 

・geus,a

゜globin 

゜
△ △ 

-gram 

゜゚ ゜゚
① R 

-graph 

゜゚゜
① R 

-graphy 

゜゚ ゜゚
① R 

-gravida 

゜
△ △ 

-hernia 

゜-hood 

゜-la 

゜゚ ゜゚
① R 

C G L B D s 
1al 

゜・ian 

゜-1．as1． s 0 0 0 0 ① R 
-1atrics 

゜-iatrist 

゜-iatry 

゜゜
① 

・IC 0 0 0 0 R R 
-ical 0 0 
-．ICl． an 

゜
0 0 

-1cle 

゜-ictal 

゜
△ △ 

・Id 〇 ① R 
-ide 〇 R ⑤ 
-1es 

゜-ile 

゜ ゜-in, me 

゜
⑥ 

-ion 

゜・IOUS 

゜・is R 

゜゜・． !Sm 

゜゚ ゜゚
① R 

-ist 

゜゚ ゜-itis 

゜゚ ゜゚
① R 

-ity 

゜•lun1 

゜-ive 

゜・IX R 

゜゜-kinesia 

゜
① △ 

-lalia 

゜-lepsy 

゜゚-less 

゜-lexia 

゜-lith 

゜
① 

-lithiasis 

゜
△ △ 

-logy 

゜゚
① ⑥ 

-lvsis △ 

゜゚゜
① △ 

-ma 

゜゜-rnalacia △ 

゜゚゜
△ △ 

-manometer 。 △ △ 

-megaly 

゜゚゜
① R 

-meter 

゜゚ ゜゚
① △ 

-metry 

゜゚゜
① 

-mycosis 

゜
△ △ 

・ness 

゜nx 

゜ ゜-odynia 

゜
① 

・Old 。
゜゚゜

① ⑤ 
-ol 

゜
R R 

-ole 

゜゜-ologist 

゜-ology 

゜゚
R 

-olum 

゜-olus 

゜-oma 

゜゚ ゜゚
① R 

•On R 

゜゜•Opia 

゜゚゜-opsia 

゜゚-opsy 

゜•Or 

゜-orrhagia 

゜-orrhaphy 

゜-orrhea 

゜-orrhexis 

゜•Ory 

゜゜-ose 

゜ ゜
R R 

・0S1． S 

゜゚ ゜゚
① R 

-osm1． a 。
゜-ostomy 

゜゚
△ R 

-otomy 

゜゚
R 

-ous 

゜゚ ゜゚
R R 

•OX . Ia 

゜゜-para 

゜
△ △ 

-paresis △ 

゜゚
△ △ 

・pathy

゜゚゜
① 

・penia

゜゚゜
。R R 

・pepsia

゜-pexy 

゜゚ ゜゚
① R 

C G L B D s 
-phagia 0 0 ① R 
-phasia 0 0 
・phil

゜
① ◎ 

-philia 

゜
〇① c 

-phi lie 

゜
① ⑥ 

-phobia △ 0 0 0 △ △ 
-phonia 0 0 

゜-phoresis 

゜
① △ 

-phylaxis 

゜
〇 △ △ 

-physis 0 0 △ △ 

・plakia

゜-plasia 0 0 

゜
R 

-plasm 

゜゚-plastv 0 0 0 0 ① R 
-plegia 0 0 

゜
① ⑤ 

-pnea 

゜゚゜
① R 

-poiesis 

゜゚ ゜゚
① 

-poros1． s 

゜
△ △ 

-prandial 

゜
△ △ 

-ptosis △ 

゜゚゜
△ R 

・ptysis

゜-pyorrhea 

゜
△ △ 

-rhage 

゜
R 

-rhagia 

゜
R 

-rhaphy 

゜
R 

-rhea 

゜
R 

-rhexis 

゜
△ R 

-rrhage 

゜゜
① R 

-rrhagia 

゜゜
① R 

-rrhaphy 

゜゜
① R 

-rrhea 

゜゜
① R 

-rrhexis 

゜゜
(t) R 

・S 

゜-salpinx 

゜゚
△ △ 

sarcoma 

゜
△ △ 

-schisis 

゜゜-sclerosis 

゜゚
△ △ 

-scope 

゜゚ ゜゚
① R 

-scopy 

゜゚ ゜゚
① R 

-sect 

゜-ship 

゜-some 

゜
① 

-spasm △ 

゜゚
△ △ 

-stasis △ 

゜゚゜
△ △ 

-staxis 

゜
△ 

-stenos is △ 

゜゚
△ △ 

-sthenia 

゜
△ △ 

-stomy 

゜゚
① 

-taxia 

゜-tension 

゜
△ △ 

-therapy 

゜
△ △ 

-thorax 

゜゚
△ △ 

・tic 

゜-tion 

゜-tocia 

゜゚-tome 

゜゚ ゜゚
① R 

-torny 

゜゚
① ① 

•tonia 

゜-toxic 

゜
△ △ 

-tripsy 

゜゚ ゜゚
① 

•troph1a 

゜lrophy 

゜゚ ゜゚
① R 

-tropia 

゜
△ △ 

-tropic 

゜ ゜
① R 

-tropin 

゜
① 

・U 

゜-ula 。
-ule 

゜U, -urn, ・tiff. ・US R 

゜゜-un． a 

゜゚゜
① 

-vert 

゜・X 

゜・y

゜゚ ゜-yl 。R 
接厖辞数 88 129 91 120 78 66 

表中，見出し語のC. G, L, B. D, Sが表わすものは表 1に同じ。

0：接尾辞 △ ：語

〇内のアルファベ ットは次の語の略 e : word ending t : word termination s : suffix c : combining form used as suffix 
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(suffix)」としている。また，同じ語要素でも

両辞典の間で接尾辞ととるか，語ととるか， ま

た連結形とするか解釈がわかれている場合があ

る。

例えば Dorland は •blast , -ectasis, -form, 

-ostomy,・ptosisを語とみなし，-kinesia,-lysis, 

・meter,・phoresisなどは接尾辞 （語尾形）とし

ている。 Stedmanはその反対に，前者を接尾辞

とし，後者を語としている。

3.増加する語要素

このように見ていくと語要素の分別は，一貫

していないでやや客観性を欠くもののように見

えるが，そこには学習効果と実用を第一に考え

たテキスト編集者の方針と ，流動的な医学用語

構成の特質が見えてくる。

本研究では，辞典での語要素の認定 ・記載が

どのような流れになっているのかも検討した。

実際の例はドーランド25版から27版への増補改

訂にみることかできる。 ドーランド27版 (1992)

は， Dorland.25th ed. (1974) に対応する日本

語版25版 (1980) に，原著26th, 27th ed.で増

加した用語 (16,000語）を増補する形で発行さ

れている。この増補分の用語を見ていくことに

よって原著の25版から 27版までの10年間にどの

ような移動があったか知ることができる。

16,000語の増補改訂のうち語要素に関する移

動は282件あった。そのうち新しく記載されたも

のの数は111 （接頭辞20, 連結形68, 接尾辞21,

その他2)である。表 3には新しく加えられた語

要素のみを掲載している。 ここで意外だったの

は，当然これまでに語要素として掲載されてい

ると思っていたものが，実は最近になって始め

て辞典に載せられているということである。こ

の例としては， appendic/o, bronchi o, cerebr / o, 

ren/ o, tonsill/ o, uter / oなどの臓器 ・器官を表

わす連結形や -lith,-stat, -trophy などの接尾

辞をあげることができる。 25版から 27版への語

要素の増加をみると，まず，同じ語要素をもつ

医学用語群が記載されると ，そのあとで共通項

である語要素が抽出されてくるという流れが見

られる。語要素の設定においても，ドーランド，

ステッドマンが編纂された初期の頃は別として，

今新しく語要素として付け加える場合には， 実

際の使用状況が優先している現実が浮かび上が

表 3 Dorland. 25th ed.から 27thed.への増補に伴って新し〈記載された語要素

語要紫 分類
語要紫

分類
語要紫

分類
語要索

分類

日本語版 英語版 日本語版 英語版 日本開版 英諾版 日本語版 英語版
ameb(i)(o)- 造 CF COCCO・ 用梧因子• WE kysth(o)・ 頭 CF ・phyte 造 CF 

amel(o)・ 造 CF cono 造 CF -lith 尾 WT •plaSla 造 CF 

append,c(o)・ 造 CF cortic(o)・ 逗..,． CF loph(o)- 延‘9} CF -plasm 造 CF 

ap,c(o)・ 頭 p cteno- 造 CF mel(o)・ 頭 CF por(o)- 垣・ナ CF 

asthen(o)- 造 CF cryto- 逗’99 • CF melit(o)- 造 CF -prof en 尾 s 

ather(o)・ 造 CF da- 頭 p mento• 逗•99 • CF proro- 造 CF 

atroph(o)- 造 CF dendr-, dendro- 逗.．,. CF mer• 垣.,, CF ren(o)・ 造 CF 

atlan(o)- 造 CF -derm 尾 s -mere 尾 WT reticul(o)• 造 CF 

audi(o)- 造 CF d1cty(o)・ 頭 CF mesi(o)- 頭 CF -rrhaphy 尾 WT 
aun． - 造 CF ectro• 造 CF mm.l. ・ 疸9 99• CF sept(o)・ 造 CF 

ax(o)- 造 CF •eml. a 尾 WT muc1・ 頭 CF sn・ 頭 p 

bacilli-, bacill(o)- 造 CF exa・ 垣‘99・ CF nev(o)・ 疸.,. CF -some 尾 WT 

-bacter 造 CF -facient 尾 WT nor• 頭 p sphingo- 造 CF 

bacteri(o)- 造 CF flav(o)- 造 CF nucle(o)・ 足‘9と CF spir・, Spiro• （ コイル） 造 CF 

brachi(o)- 頭 CF ・fuge 尾 WT -opia 逗9 9 』 • CF spir, spiro・（呼吸） 坦•Aこ CF 

bronch(o)・ 造 CF geni(o)・ 垣ヽ99• CF -ops1a 也‘9ヤ CF -stat 尾 WT 

calc(o)-, calci- 頭 CF glomerul(o)- 頭 CF ・OUS 尾 s stom(o)- 造 CF 

calcane(o)- 頭 CF hepa(o)・ 造 CF OX・ 造 CF synovi(o)- 接紐語 CF 

calori- 頭 CF herpet(o)- 垣.,, CF OXO・ 頭 p taur(o)・ 頭 CF 

cement(o)・ 弱 CF hymen(o)- 造 CF pauci• 坦.“▲ CF thall(o)- 造 CF 

cerco- 造 CF -1atry 尾 WT pentone(o)- 廷、A・ CF thel(o)-, thele- 造 CF 

cerebr(o)- 造 CF ・IC 尾 s peroxy- 頭 p -thiazide 尾 s 
choano- 造 CF -idae 尾 WT peta• 匡9 .. CF tonsill(o)- 造 CF 

cholangi(o)- 造 CF i l ・ 頭 p phaeo-, pheo- 逗、A CF trepo- 造 CF 

•chrome 造 CF If・ 弱i p phalang(o)- 疸9 9』• CF -trophy 尾 WT 

-cide 尾 WT ・ite 尾 s pheno-, phen- 造 CF tympan(o)- 造 CF 
cm． e- 造 CF juxta- 逗ヽ•9• CF -phi!, -phile 尾 WT uter(o)- 造 CF 

-clast 尾 WT kain(o)- 逗'“ CF ・philie 坦•A WT 

造：造語形 頭~接頭語 尾：接尾語
（ただし、本文では造語形は連結形．接頭語・接尾語はそれぞれ接頭辞 ．接尾辞としてある。）

CF : combining form P : prefix S : suffix WT : word termination WE : word element 
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っている。

なお調査中に筆者らは一つの疑問点とも言う

べきものを認めた。それは，原著 Dorlandの語

要素の記載と，それに該当する日 本語版の語要

素の記載とが違っている場合があることである。

先に，接頭辞 （接頭語） 20, 連結形 （造語形）

68と報告したが，これは， 日本語版によった数

である。原著を調べると接頭辞7,連結形81にな

る。この理由ははっきりしていて，原著 Dorland

で combiningformとなっている語要素が， 日

本語版では接頭辞（接頭語）として出されてい

るからである。 combiningformを接頭辞と訳

した意図は不明である。新規掲載のものだけで

13の combiningformが接頭辞と訳されている

が， 282件全部で見るとその例は27になる。その

中では b,d, g, k, m, tの項に combiningform 

を接頭辞と訳す例が集中している。

まとめ

prefix, suffix について Stedman には，

"Prefixes and suffixes are affixed (attached) 

to a word or stem, in contrast to the joining 

of two or more words or stems to form a 

compound word. Most of the prefixes and 

suffixes used in medical terminology have 

come almost unchanged from Greek and 

Latin prepositions, adverbs, and 

adjectives"14>と書かれてあり ，付属的なものだ

という説明がなされている。また，接頭辞は意

味を変え，接尾辞は機能を変えるとも述べられ

ている。このような説明によって，各語要素の

の間にはかなり明確な境界線が引かれているよ

うに聞こえる。しかし，今回の調査では，実際

には接頭辞と連結形，接尾辞と語あるいは連結

形の区別はそれほどはっきりしたものではない

ことが明らかになった。

Dirckxは TheLanguage of Medicineの中

で接頭辞，接尾辞，連結形について綿密な定義

を行ったあと ，次のように affixes（接頭辞，接

尾辞）の区別の限界について述べている。

".. affixes cannot always be clearly distin-

guished from base words. It is customary to 

define an affix as an indivisible meaningful 

unit(morpheme or formant) that cannot stand 

alone. The distinction is valid for most 

Anglo-Saxon words, where the dependent 

status of affixes (mis-, un-, -dom, -ness) 

contrasts sharply with the independence of 

the elements that go to form compounds like 

breakdown, headache, and lockjaw. But in 

words built of Greek and Latin material there 

is no such difference.…’'15) 

さらに，彼は，ギリシ ャ語，ラテ ン語にはそ

の語尾変化の性質上，英語のような完全な独立

をもたらす語要素はないとしている。つまり，

語根も完全な独立性は持っていないため， 「依存

性」を affixの証明とするのならば，キリシ ャ

語ラ テン語か ら派生 した医学用語の語要素は

すべて affixということになる， と説明してい

る。このように医学用語は古典語からの歴史と

特質を包含しているだけに，接頭辞，連結形，

接尾辞の間の明確な区別はよ けいに難しくなっ

ているのであろう 。

連結形よりも一貫性を維持しているようにみ

えた接頭辞，接尾辞の分類は，調査の結果，か

なり恣意的な要素があるらしいということかわ

かってきた。そこにはすべて実用の必要として

生まれてきた造語ルールの姿があるともいえよ

う。もちろん医学用語が，ギリシャ語，ラテン

語から派生した過程では，必然的な言語法則が

作用して現在の英語としての語形ができたので

あろうが，現段階での医学用語の流れは，実用

を通して動いている ことは確かなように思える。

語要素の設定と造語法は まさに，慣用という基

準で行われているといっていいであろう。教育

現場においては，この点を考慮に入れて造語法

の基本を損なうことなく柔軟な指導をしていく

ことが必要と考えられ，そのためには多くの演

習を通しての具体的な学習が望まれる。
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